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（１） 第32号 反核医師の会ニュース 2006年3月31日

第32号
2006年3月31日

「
」

何かしなければ
ならない

埼玉反核医師の会

十数年ぶりに活動再開
核
戦
争
を
防
止
す
る
埼
玉
県
医
師
・
歯
科
医
師
の
会

（
略
称：

埼
玉
反
核
医
師
の
会
）
は
、
節
目
で
あ
る
被
爆

六
十
年
の
二
〇
〇
五
年
十
二
月
三
日
に
、
原
爆
写
真
が

展
示
さ
れ
た
埼
玉
県
保
険
医
協
会
会
議
室
で
総
会
を
開

催
し
た
。
活
動
の
再
開
は
十
数
年
ぶ
り
と
な
る
。

全
国
反
核
医
師
の
会
・
常

任
世
話
人
会
の
中
に
、「
被

爆
者
・
被
爆
者
医
療
集
団
訴

訟
支
援
担
当
」
チ
ー
ム
が
組

織
さ
れ
、
①
原
爆
症
認
定
集

団
訴
訟
支
援
強
化
と
②
被
爆

者
医
療
の
取
り
組
み
の
前
進

を
課
題
と
し
て
、
各
地
か
ら

の
報
告
・
情
報
を
集
約
し
、

世
話
人
会
へ
の
提
起
・
討
論

な
ど
を
行
っ
て
き
て
い
る
。

◇
今
、
被
爆
者
は
？

現
在
被
爆
手
帳
を
持
つ
人

は
全
国
で
二
十
六
万
六
千
五

百
九
十
八
人
（
二
〇
〇
五
年

三
月
三
十
一
日
現
在
）、
平

均
年
齢
が
七
十
三
歳
、
年
間

死
亡
者
数

は
、
埋
葬
料

支
給
件
数
で

七
千
六
百
九

十
四
人
（
二

〇
〇
四
年
四
月
一
日
か
ら
一

年
間
）に
お
よ
ん
で
い
る
。

高
齢
化
し
た
被
爆
者
は
、
悪

性
腫
瘍
を
は
じ
め
、
原
爆
の

影
響
と
し
か
考
え
ら
れ
な
い

様
々
な
疾
病
に
苦
し
め
ら

れ
、
自
ら
の
健
康
不
安
と
と

も
に
、
次
世
代
へ
の
遺
伝
的

影
響
な
ど
の
心
配
も
払
拭
で

き
な
い
。

こ
の
中
で
も
、
被
爆
者
は
、

「
ふ
た
た
び
被
爆
者
を
つ
く

ら
な
い
」
た
め
に
、「
核
兵

器
廃
絶
」
と
「
原
爆
被
害
へ

の
国
家
補
償
」
を
求
め
て
き

た
。
被
爆
者
の
訴
え
は
国
民

の
共
感
を
呼
び
、
平
和
を
願

い
、
国
の
補
償
を
要
求
す
る

運
動
が
大
き
く
広
が
り
、
国

の
被
爆
者
対
策
を
前
進
さ
せ

る
力
と
な
っ
て
き
た
。

◇
「
原
爆
症
認
定
集
団
訴
訟
」

に
立
ち
上
が
っ
た
被
爆
者

し
か
し
政
府
は
、
原
爆
症

認
定
に
お
い
て
は
、
一
貫
し

て
原
爆
被
害
を
過
小
評
価
し

よ
う
と
す
る
政
策
を
続
け
て

い
る
。
こ
れ

に
対
し
て
被

爆
者
た
ち

は
、
渾
身
の

力
で
原
爆
の

悲
惨
さ
を
告
発
し
、
全
国
各

地
で
「
原
爆
症
認
定
集
団
訴

訟
」
に
立
ち
あ
が
っ
て
い
る
。

こ
の
運
動
は
、
余
命
少
な
い

被
爆
者
の
、
日
本
政
府
と
核

兵
器
を
持
ち
つ
づ
け
る
国
を

相
手
に
し
た
「
最
後
」
と
も

言
え
る
た
た
か
い
で
あ
る
。

全
国
の
先
陣
を
切
っ
て
大

阪
訴
訟
が
昨
年
末
結
審
し
、

今
春
の
判
決
が
予
想
さ
れ
る

中
で
、
被
団
協
は
、「
第
二
次

大
量
申
請
運
動
」
を
提
起
し

て
取
り
組
み
だ
し
て
い
る
。

全
国
的
運
動
へ
と
、
支
援
を

強
め
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

◇
要
望
強
い
被
爆
者
健
診
充

実
の
取
り
組
み

悪
性
腫
瘍
、
生
活
習
慣
病

の
多
発
の
中
で
、
被
爆
者
の

最
大
の
不
安
は
、
健
康
問
題

で
あ
り
、
被
爆
者
健
診
と
二

世
健
診
の
充
実
が
求
め
ら
れ

て
い
る
。
し
か
し
政
府
は
、

被
爆
者
の
希
望
で
あ
る
健
診

内
容
の
充
実
に
は
取
り
組
ま

ず
、
四
十
年
間
同
じ
健
診
内

容
で
あ
り
、
各
地
の
保
健
所

で
の
健
診
が
重
要
な
役
割
を

果
た
し
て
い
た
も
の
が
最
近

は
、
保
健
所
で
は
、
被
爆
者

健
診
が
行
わ
れ
な
く
な
り
、

地
域
医
療
機
関
で
の
健
診
の

比
重
が
一
層
高
く
な
る
と
思

わ
れ
る
。
よ
り
多
く
の
医
院

で
、
被
爆
者
健
診
委
託
医
療

機
関
に
な
っ
て
い
た
だ
く
こ

と
、
そ
し
て
一
般
疾
病
医
療

機
関
の
指
定
も
さ
ら
に
多
く

し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

（
反
核
医
師
の
会
常
任
世
話

人
・
「
被
爆
者
医
療
・
集
団

訴
訟
支
援
担
当
」
チ
ー
ム
責

任
者
　
大
場
敏
明
）

第
十
七
回
「
核

戦
争
に
反
対
し
、

核
兵
器
廃
絶
を
求

め
る
医
師
・
医
学

者
の
つ
ど
い
」
の

第
一
回
実
行
委
員

会
が
二
月
十
九
日

に
東
京
都
内
で
、

関
東
ブ
ロ
ッ
ク
の

茨
城
、
埼
玉
、
千

葉
、
東
京
、
全
国

の
会
な
ど
か
ら
参

加
し
て
開
催
さ
れ

た
。今

回
の
実
行
委

員
会
は
、
昨
年
の

愛
知
で
の
「
秋
に

東
京
で
」
と
の
確

認
に
も
と
づ
き
、

開
催
さ
れ
た
も

の
。
一
月
に
開
催
さ
れ
た
準
備

会
の
際
で
内
定
し
て
い
た
千
葉

県
反
核
医
師
の
会
の
松
尾
洋
一

郎
実
行
委
員
長
が
こ
の
間
の
経

過
な
ど
を
報
告
し
、
今
回
の
つ

ど
い
の
日
程
、
会
場、、
目
的
、

企
画
な
ど
に
つ
い
て
の
意
見
交

換
を
お
こ
な
っ
た
。そ
の
結
果
、

今
回
の
つ
ど
い
は
、
関
東
ブ
ロ

ッ
ク
の
反
核
医
師
の
会
が
協
力

し
準
備
を
す
す
め
る
こ
と
、
十

月
二
十
一
日
、
二
十
二
日
に
米

軍
基
地
の
あ
る
横
須
賀
市
内
で

開
催
す
る
方
向
で
準
備
を
す
す

め
る
こ
と
な
ど
を
確
認
し
た
。

今
後
、
実
行
委
員
会
で
は
、

企
画
内
容
な
ど
の
具
体
化
を
は

か
っ
て
い
く
こ
と
に
し
て
い

る
。（

写
真
は
昨
年
の
愛
知
つ
ど
い
よ
り
）

今年9月7日から10日までの日程で、フィンランド・ヘルシンキ市内において、第17回
ＩＰＰＮＷ（核戦争防止国際医師会議）世界大会が開催されます。

今回も核戦争に反対する医師の会からの代表団を派遣します。ご参加希望の方は、下
記までお問い合わせ、お申し込みいただきますようお願いします。

（なお、大会の詳細については、現時点では発表されていませんので、IPPNWの公式ホ
ームページをご参照ください。http://www.ippnw2006.org/）

◇メインテーマ：「War or Health?」（戦争か健康か）。
◇会期：2006年9月8日（金）～10日（日）
◇行程予定：2006年9月7日（木） 午前・関空発 ～ 9月12日（火）午前関空着
◇費用　40万から45万円の予定（行程や費用はあくまでも予定ですので、ご了承ください）

◇第1次申し込み締切　2006年5月20日（土）
◇申し込み・お問い合わせ
（株）国際ツーリストビューロー

〒650-0012  神戸市中央区北長狭通4-7-1  TEL 078-391-2961 FAX 078-332-0977（担当：桝本）
反核医師の会事務局

〒151-0053  東京都渋谷区代々木2-5-5 新宿農協会館6F 全国保険医団体連合会内
代表TEL 03-3375-5121 FAX 03-3375-1862 hankaku@doc-net.or.jp

告
が
あ
り
、新
た
な
活
動
方
針
、

規
約
改
定
、
事
務
所
設
置
、
会

費
額
が
再
確
認（
年
間
五
千
円
）

さ
れ
、
新
役
員
十
八
人
を
選
出

し
た
。

ま
た
、一
九
八
七
年
の
設
立

総
会
時
の
活
動
宣
言
も
確
認
し

た
。埼

玉
県
原
水
爆
被
害
者
協
議

会
、
核
戦
争
防
止
群
馬
県
医
師

の
会
、
全
国
反
核
医
師
の
会
の

三
団
体
か
ら
来
賓
を
迎
え
、
総

会
の
討
議
に
最
後
ま
で
参
加
さ

れ
た
。

（
４
面
に
つ
づ
く
）

総
会
で
は
、

継
続
会
員
、
新

規
入
会
者
あ
わ

せ
て
六
十
七
人

の
会
員
数
で
総

会
を
迎
え
た
こ

と
が
報
告
さ
れ

た
。
ま
た
、
全

国
の
反
核
医
師

の
会
の
常
任
世

話
人
で
も
あ
る

大
場
敏
明
氏
よ

り
、
活
動
再
開

ま
で
の
経
過
報

原
爆
症
認
定
集
団
訴
訟
支
援
強
化
と

被
爆
者
医
療
の
取
り
組
み
の
前
進
を 第

17
回
反
核
医
師
・
医
学
者
の
つ
ど
い

十
月
二
十
一
日
、二
十
二
日
に
開
催

実
行
委
員
会
が
発
足

何かしなければ
ならない

何かしなければ
ならない

平和と交流の旅 韓国平和と交流の旅 IN韓国

第
17
回
反
核
医
師
・
医
学
者
の
つ
ど
い

大場　敏明氏

昨年の愛知での「つどい」で、韓国の医師の参加を得て、在韓被爆者の実
態について報告していただきました。核兵器廃絶運動の原点は、被曝の現実
から目を背けないこと。韓国に生活する広島・長崎原爆の被害者の現状を直
接見聞する事は、私たちの今後の運動を考える上で重要だと思います。また、
在韓被爆者を支援する医師達との交流も活動の前進に大きく貢献するものと
期待しています。多くの関心のある方々の参加をお待ちしています。

旅行日程　7月15日（土）～17日（日）
旅行費用　12万円～15万円（予定） 2泊3日（全日程食事付）

申し込み・お問い合わせ先（株）国際ツーリストビューロー
〒650-0012 神戸市中央区北長狭通4-7-1
TEL 078-391-2961 FAX 078-332-0977（担当：桝本）

主催団体 核戦争に反対する医師の会
151-0053 東京都渋谷区代々木2-5-5新宿農協会館6F 全国保険医団体連合会内
代表TEL  03-3375-5121 FAX 03-3375-1862 hankaku@doc-net.or.jp

第17回 IPPNW世界大会
9月8日～10日　ヘルシンキで開催

反核31・責了  06.4.4 16:51  ページ 2



医師の会ニュース 第32号　（2）

原
子
爆
弾
に
よ
る
被
害

の
特
徴

原
爆
に
よ
る
被
害
の
特
殊
性

は
、
外
傷
、
熱
傷
に
加
え
て
、

脱
毛
、
紫
斑
、
出
血
と
い
っ
た

急
性
放
射
線
障
害
や
、
十
年
後

に
発
病
の
ピ
ー
ク
を
迎
え
た
白

血
病
や
、
そ
の
後
も
増
え
続
け

て
い
る
悪
性
腫
瘍
と
い
っ
た
後

遺
症
に
あ
る
。
被
爆
直
後
に
死

を
逃
れ
た
被
爆
者
た
ち
が
次
々

と
命
を
落
と
し
、
六
一
年
を
過

ぎ
た
今
な
お
、
様
々
な
後
障
害

が
被
爆
者
を
苦
し
め
て
い
る
。

被
爆
者
援
護
法
制
定
へ

日
本
政
府
は
原
爆
被
害
に
対

し
て
何
ら
対
策
も
講
じ
ず
放
置

し
て
き
た
。
一
九
五
四
年
三
月

一
日
、
ビ
キ
ニ
環
礁
で
第
五
福

竜
丸
が
被
曝
し
た
こ
と
を
期
に

原
水
爆
禁
止
を
求
め
る
運
動
が

全
国
に
広
が
っ
た
。
一
九
五
七

年
に
制
定
さ
れ
た
「
原
爆
医
療

法
」
は
、
健
康
診
断
と
精
密
検

査
、『
認
定
被
爆
者
』
の
医
療

費
全
額
給
付
の
み
で
、
生
活
困

窮
者
へ
の
援
護
施
策
は
な
か
っ

た
。
そ
の
後
、
運
動
の
広
ま
り

に
よ
っ
て
、
一
九
六
八
年
に
健

康
管
理
手
当
な
ど
の
支
給
を
認

定
被
爆
者
以
外
に
も
拡
大
し
た

「
原
爆
特
別
措
置
法
」
が
制
定

さ
れ
た
。

そ
の
後
も
被
爆
者
た
ち
は
原

爆
被
害
に
対
す
る
国
家
補
償
を

訴
え
続
け
、
一
九
九
四
年
に
は

原
爆
医
療
法
と
特
別
措
置
法
の

内
容
を
引
き
継
ぐ
、「
原
子
爆

弾
被
爆
者
に
対
す
る
援
護
に
関

す
る
法
律
（
被
爆
者
援
護
法
）」

が
制
定
さ
れ
た
。
新
た
に
遺
族

へ
の
特
別
葬
祭
給
付
金
の
支
給

が
盛
り
込
ま
れ
、
諸
手
当
の
所

得
制
限
が
撤
廃
さ
れ
る
な
ど
の

前
進
は
あ
っ
た
が
、
死
没
者
へ

の
補
償
が
な
い
な
ど
被
爆
者
の

声
を
十
分
反
映
し
た
も
の
で
は

な
か
っ
た
。

健
康
診
断
、
医
療
の
給

付
、
手
当
の
支
給
な
ど

被
爆
者
援
護
法
の
規
定
に
よ

る
被
爆
者
と
は
、
広
島
・
長
崎

で
被
爆
し
、
被
爆
者
健
康
手
帳

を
交
付
さ
れ
て
い
る
者（
表
１
）

を
示
し
、
二
〇
〇
五
年
三
月
末

に
お
い
て
全
国
で
二
六
万
六
五

九
八
人
と
な
っ
て
い
る
。

被
爆
者
援
護
法
で
は
、
以
下

の
よ
う
な
健
康
診
断
、
医
療
給

付
、
手
当
の
支
給
が
規
定
さ
れ

る
。

○
健
康
診
断

被
爆
者
は
年
に
二
回
の
定
期

健
康
診
断
と
、
二
回
の
希
望
健

診
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

医
師
が
必
要
と
認
め
た
場
合
に

は
、
さ
ら
に
精
密
検
査
を
行
う

こ
と
が
で
き
る
。
希
望
健
診
の

う
ち
一
回
は
癌
検
診
（
胃
癌
、

肺
癌
、
大
腸
癌
、
多
発
性
骨
髄

腫
、
女
性
は
乳
癌
、
子
宮
癌
が

加
わ
る
）
を
受
け
る
こ
と
が
で

き
る
。
被
爆
者
援
護
法
に
よ
る

一
般
検
査
の
項
目
（
表
２
）
だ

け
で
は
、十
分
と
は
い
え
な
い
。

近
年
、
様
々
な
癌
の
発
生
率
が

有
意
に
高
く
な
っ
て
い
る
こ
と

が
明
ら
か
に
な
っ
て
お
り
、
健

診
や
日
常
診
療
の
中
で
、
常
に

悪
性
腫
瘍
の
発
見
に
気
を
配
る

視
点
が
重
要
で
あ
る
。

○
医
療
の
給
付

認
定
を
受
け
た
被
爆
者
は
、

厚
生
労
働
省
が
指
定
し
た
医
療

機
関
で
診
療
を
受
け
た
場
合
、

全
額
公
費
と
な
る
。
認
定
疾
患

以
外
の
疾
病
の
診
療
、
指
定
医

療
機
関
以
外
で
の
診
療
は
療
養

費
払
い
と
な
る
。

一
般
疾
病
の
場
合
は
各
都
道

府
県
知
事
が
指
定
す
る
「
被
爆

者
一
般
疾
病
医
療
機
関
」
で
受

療
し
た
場
合
、
自
己
負
担
分
が

公
費
で
負
担
さ
れ
る
。
手
帳
を

示
さ
な
か
っ
た
場
合
や
、
指
定

医
療
機
関
以
外
で
受
療
し
た
場

合
は
、
療
養
費
払
い
に
な
る
。

先
生
方
が
一
般
疾
病
医
療
機
関

の
指
定
を
と
り
、
被
爆
者
が
気

軽
に
診
療
を
受
け
ら
れ
る
よ
う

に
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

○
各
種
手
当
て

被
爆
者
に
対
し
て
支
給
さ
れ

る
手
当
な
ど
に
は
次
の
七
つ
が

あ
る
。

表
１

被
爆
者
援
護
法
の

「
被
爆
者
」
規
定

第
一
条
　
こ
の
法
律
に
お
い

て
「
被
爆
者
」
と
は
、
次

の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該

当
す
る
も
の
で
あ
っ
て
、

被
爆
者
健
康
手
帳
の
交
付

を
受
け
た
も
の
を
言
う

一
号
被
爆
…
原
子
爆
弾
が

投
下
さ
れ
た
際
、
当
時

の
広
島
市
若
し
く
は
長

崎
市
の
区
域
内
ま
た
は

制
令
で
定
め
る
こ
れ
ら

に
隣
接
す
る
区
域
内
に

在
っ
た
者
。

二
号
被
爆
…
原
子
爆
弾
が

投
下
さ
れ
た
と
き
か
ら

起
算
し
て
２
週
間
以
内

に
前
号
に
規
定
す
る
区

域
の
う
ち
で
制
令
で
定

ま
る
区
域
内
に
在
っ
た

者
。

三
号
被
爆
…
前
二
号
被
爆

に
掲
げ
る
者
の
他
原
子

爆
弾
が
投
下
さ
れ
た
際

ま
た
は
そ
の
後
に
お
い

て
身
体
に
原
子
爆
弾
の

放
射
能
の
影
響
を
受
け

る
よ
う
な
事
情
の
下
に

あ
っ
た
者
（
原
爆
投
下

後
、
被
爆
者
の
探
索
、

屍
体
の
処
理
、
調
査
な

ど
に
従
事
し
た
者
等
）。

四
号
被
爆
…
前
三
号
に
掲

げ
る
者
が
当
該
各
号
に

規
定
す
る
事
由
に
該
当

し
た
当
時
そ
の
者
の
胎

児
で
あ
っ
た
者
。

表
２

被
爆
者
健
康
診
断

の
一
般
検
査
項
目

１．

視
診
、
問
診
、
聴
診
、

打
診
お
よ
び
触
診
に
よ

る
検
査

２．

赤
血
球
沈
降
速
度
検

査
３．

血
球
数
検
査

４．

血
色
素
検
査

５．

尿
検
査

６．

血
圧
測
定

７．

G
O
T．

G
P
T．

Z
T
T．

お
よ
び
A
L

P
検
査
法
に
よ
る
肝
臓

機
能
検
査
（
医
師
が
必

要
と
認
め
る
場
合
に
限

る
）

核
兵
器
に
よ
る
攻
撃
を
受

け
た
ら
、「
避
難
に
当
た
っ

て
は
、
風
下
を
避
け
、
手
袋
、

帽
子
、
雨
ガ
ッ
パ
等
に
よ
っ

て
放
射
性
降
下
物
に
よ
る
外

部
被
ば
く
を
抑
制
す
る
ほ

か
、
口
及
び
鼻
を
汚
染
さ
れ

て
い
な
い
タ
オ
ル
等
で
保
護

す
る
（
こ
と
）」。
こ
れ
は
政

府
が
発
表
し
た
国
民
保
護
計

画
指
針
の
一
節
で
あ
る
。

こ
の
「
指
針
」
は
広
島
、

長
崎
、
ビ
キ
ニ
と
三
度
も
核

爆
弾
の
被
害
を
受
け
た
被
爆

国
の
政
府
が
書
い
た
「
核
防

護
策
」
と
は
と
て
も
思
え
な

い
。
し
か
し
、
都
道
府
県
は

こ
の
「
国
民
保
護
計
画
指
針
」

を
手
本
に
「
国
民
保
護
計
画
」

を
作
成
中
で
あ
る
。

原
水
爆
の
恐
ろ
し
さ
を
知

る
日
本
国
民
な
ら
「
そ
ん
な

こ
と
で
、
核
兵
器
放
射
線
を

防
げ
る
は
ず
が
な
い
」
と
考

え
る
人
が
大
多
数
で
あ
ろ

う
。に

も
か
か
わ
ら
ず
、
こ
の

よ
う
な
「
指
針
」
を
政
府
は

な
ぜ
示
す
の
だ
ろ
う
。
単
な

る
「
官
僚
の
無
知
」
と
片
付

け
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

昨
年
十
二
月
、
核
戦
争
を

防
止
す
る
埼
玉
県
医
師
・
歯

科
医
師
の
会
（
埼
玉
反
核
医

師
の
会
）
の
総
会
で
、
記
念

講
演
を
お
こ
な
っ
た
宮
原
哲

朗
弁
護
士
（
原
爆
症
認
定
集

団
訴
訟
・
全
国
弁
護
団
連
絡

会
事
務
局
長
）
が
そ
の
な
ぞ

を
解
明
し
た
。

宮
原
弁
護
士
に
よ
れ
ば
、

こ
の
よ
う
な
原
爆
被
害
の
過

小
評
価
は
す
で
に
広
島
、
長

崎
の
原
爆
直
後
に
日
本
政
府

が
発
表
し
た
「
新
型
爆
弾
へ

の
防
空
総
本
部
の
注
意
」
に

表
れ
て
い
る
と
い
う
。
そ
こ

で
は
「
新
型
爆
弾
に
対
し
て

は
…
、
軍
服
程
度
の
衣
服
を

着
用
し
て
い
れ
ば
火
傷
の
心

配
は
な
い
。
防
空
頭
巾
お
よ

び
手
袋
を
着
用
し
て
い
れ
ば

手
や
足
を
完
全
に
火
傷
か
ら

保
護
す
る
こ
と
が
で
き
る
」

と
述
べ
、「
待
避
壕
が
と
っ

さ
の
場
合
に
使
用
で
き
な
い

場
合
は
地
面
に
伏
せ
る
か
堅

牢
な
建
物
の
陰
を
利
用
す
る

こ
と
」
と
指
示
し
て
い
た
。

そ
し
て
、
六
十
年
経
っ
た
い

ま
、
政
府
は
冒
頭
に
紹
介
し

た
よ
う
に
同
じ
指
示
を
持
ち

出
し
て
「
国
民
保
護
計
画
」

を
国
民
に
作
ら
せ
よ
う
と
し

て
い
る
の
で
あ
る
。

最
初
の
原
爆
使
用
か
ら
六

十
年
余
が
過
ぎ
た
現
在
、
科

学
的
知
見
の
不
足
は
理
由
と

な
ら
な
い
。
宮
原
弁
護
十
は

放
射
能
汚
染
の
測
定
に
携
わ

っ
た
米
国
人
医
師
デ
ー
ヴ
イ

ッ
ト
・
ブ
ラ
ッ
ト
レ
ー
の
著

書
の
題
名
「
も
は
や
隠
れ
る

場
所
は
な
い
（N

o
P
1ace

To
H
ide

）」
を
引
い
て
、
日

本
政
府
が
そ
の
こ
と
を
知
ら

な
い
は
ず
は
な
い
と
指
摘
し

た
。で

は
、
な
ぜ
こ
の
よ
う
な

嘘
を
日
本
政
府
が
つ
く
の

か
。そ

の
背
景
に
は
ア
メ
リ
カ

が
将
来
も
原
爆
使
用
を
可
能

に
す
る
た
め
に
原
爆
被
害
を

過
小
評
価
し
て
い
る
政
治
姿

勢
が
あ
る
。
も
し
原
爆
被
害

が
人
道
に
違
反
す
る
ほ
ど
ひ

ど
い
も
の
で
あ
る
こ
と
が
分

か
れ
ば
、
そ
の
投
下
が
国
際

法
に
違
反
す
る
こ
と
に
な
り

核
兵
器
を
保
有
す
る
こ
と
が

許
さ
れ
な
く
な
る
。
ア
メ
リ

カ
は
そ
れ
を
恐
れ
た
。
ア
メ

リ
カ
の
こ
の
政
治
姿
勢
が
日

本
政
府
の
そ
れ
に
も
影
響
し

て
い
る
の
で
あ
る
と
宮
原
弁

護
士
は
指
摘
し
た
。

国
民
保
護
法
（
国
民
保
護

と
い
う
名
称
に
も
、
国
が
国

民
を
守
る
が
ご
と
き
印
象
を

与
え
て
問
題
で
あ
る
が
）
は

戦
時
法
で
あ
る
有
事
法
制
の

一
環
で
あ
り
、
そ
れ
自
体
が

ア
メ
リ
カ
の
戦
争
に
日
本
を

協
力
さ
せ
る
も
の
で
あ
る
。

そ
の
法
律
の
具
体
化
に
お
い

て
も
、
自
国
民
の
被
爆
体
験

に
反
し
て
ア
メ
リ
カ
の
意
に

沿
う
放
射
能
被
害
の
過
小
評

価
を
す
る
政
府
の
所
業
は
な

ん
と
罪
深
い
こ
と
で
あ
ろ

う
。

（
反
核
医
師
の
会
事
務
局
長

平
山
武
久
）

広島・長崎の原爆投下から61年目の夏が近づいた。被爆者の高齢化が

進んでいる。現在の被爆者の医療をめぐる状況について概説する。

原爆医療の現状と問題点

向山　新氏

「放射線は雨ガッパで防げ」
そんな国民保護計画がなぜ通用するのか

①
医
療
特
別
手
当
、
②
特
別

手
当
、
③
原
爆
小
頭
症
手
当
、

④
健
康
管
理
手
当
、
⑤
保
険
手

当
、
⑥
介
護
手
当
、
⑦
葬
祭
料

①
、
②
は
認
定
を
受
け
た
被

爆
者
に
支
給
さ
れ
る
。
日
常
的

に
私
た
ち
が
診
断
書
を
書
く
こ

と
を
依
頼
さ
れ
る
の
は
健
康
管

理
手
当
で
あ
る
。

最
後
に

被
爆
者
は
、
原
爆
で
家
族
や

家
を
失
い
、
身
体
に
も
精
神
的

に
も
被
害
を
受
け
不
安
を
抱
え

な
が
ら
生
き
て
き
た
。
被
爆
者

の
思
い
を
受
け
止
め
、
日
々
の

診
療
の
中
で
少
し
ず
つ
で
も
被

爆
者
医
療
に
取
り
組
ん
で
い
た

だ
け
る
こ
と
を
あ
ら
た
め
て
お

願
い
し
た
い
。
そ
の
た
め
の
一

助
と
な
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。

（
反
核
医
師
の
会
常
任
世
話
人

「
被
爆
者
・
被
爆
者
医
療
集
団

訴
訟
支
援
」チ
ー
ム

向
山
　
新
）

反核31・責了  06.4.4 16:51  ページ 3



（３） 2006年3月31日 反核医師の会ニュース

二
〇
〇
三
年
五
月
の
提
訴
か

ら
始
ま
っ
た
大
阪
地
裁
で
の
原

爆
症
認
定
集
団
訴
訟
の
裁
判
は

二
〇
〇
五
年
一
二
月
一
四
日
の

結
審
を
終
え
、
今
春
の
判
決
が

予
想
さ
れ
て
い
る
。
原
爆
症
認

定
集
団
訴
訟
は
全
国
一
二
カ
所

の
裁
判
所
で
争
わ
れ
て
お
り
、

先
陣
を
切
っ
て
全
国
最
初
の
判

決
と
な
る
。
そ
れ
だ
け
に
、
そ

の
意
味
は
大
き
く
、
支
援
者
の

役
割
も
重
大
だ
。
私
は
、
そ
の

裁
判
に
約
二
年
半
に
わ
た
り
、

支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
や
反
核
医

師
の
会
を
通
じ
、
関
わ
っ
て
き

た
。判
決
間
近
い
こ
の
時
期
に
、

勝
訴
に
向
け
て
今
一
度
、
さ
ら

に
大
き
な
支
援
、
協
力
を
み
な

さ
ん
に
訴
え
た
い
。

＊
＊
＊
＊
＊

原
爆
症
認
定
集
団
訴
訟
は
被

爆
者
に
対
す
る
政
府
の
冷
た
い

施
策
に
対
し
、
被
団
協
（
日
本

原
水
爆
被
害
者
団
体
協
議
会
）

の
呼
び
か
け
で
全
国
の
被
爆
者

が
呼
応
し
て
集
団
で
裁
判
を
起

こ
し
た
も
の
だ
。〝
が
ん
な
ど
被

爆
者
の
か
か
っ
た
病
気
や
障
害

が
原
爆
に
よ
る
も
の
で
あ
る
〞

と
い
う
こ
と
を
国
が
認
め
る
―

い
わ
ゆ
る
原
爆
症
認
定
―
こ
と

を
求
め
た
裁
判
だ
。
二
〇
〇
五

年
三
月
末
の
被
爆
者
は
二
六
万

六
、
五
九
八
人
、
そ
の
中
、
原

爆
症
と
認
定
さ
れ
て
医
療
特
別

手
当
が
支
給
さ
れ
て
い
る
人
は

二
、
二
三
二
人
と
〇
・
八
％
弱

に
す
ぎ
な
い
。
年
々
増
え
て
き

て
い
る
癌
な
ど
の
被
爆
者
の
認

定
申
請
に
対
し
て
、
国
の
審
査

は
厳
し
さ
を
増
し
、
近
年
は
そ

の
九
割
近
く
の
申
請
者
が
認
定

を
却
下
さ
れ
て
き
た
。
そ
れ
を

不
服
と
し
て
全
国
の
被
爆
者
が

立
ち
上
が
り
、
現
在
、
一
二
の

裁
判
所
で
約
一
七
〇
人
が
原
告

と
な
っ
て
裁
判
が
行
わ
れ
て
い

る
。
近
畿
圏
で
は
一
三
人
の
原

告
が
立
た
れ
、
そ
の
内
、
兵
庫

県
の
原
告
は
五
人
で
あ
る
。
第

一
弾
と
し
て
、
先
発
の
第
三
次

提
訴
ま
で
の
九
人
を
原
告
と
す

る
裁
判
が
大
阪
地
裁
で
闘
わ
れ

て
き
た
。
二
年
半
の
間
に
一
七

回
の
口
頭
弁
論
が
行
わ
れ
、
今

春
、
全
国
に
先
駆
け
、
判
決
が

下
さ
れ
る
予
定
と
な
っ
て
い

る
。
今
、
運
動
の
課
題
は
、
原

告
を
後
押
し
す
る
よ
う
な
世
論

を
ど
こ
ま
で
高
め
ら
れ
る
か
で

あ
る
。＊

＊
＊
＊
＊

こ
の
裁
判
の
行
方
は
被
爆
者

の
人
権
問
題
だ
け
で
な
く
、
広

く
社
会
保
障
や
平
和
の
問
題
に

関
わ
る
重
要
な
意
味
を
持
つ
。

京
都
支
援
ネ
ッ
ト
に
紹
介
さ
れ

た
原
告
の
一
人
、
小
高
さ
ん
の

訴
え
が
そ
の
こ
と
を
端
的
に
示

し
て
い
る
の
で
引
用
し
た
い
。

最
高
齢
原
告
八
〇
歳
の
小
高
さ

ん
は
最
終
弁
論
で
「
…
…
苦
し

い
こ
と
ば
か
り
の
人
生
で
し
た

が
、
こ
の
歳
ま
で
生
か
さ
れ
て

い
る
と
い
う
こ
と
は
、
先
に
犠

牲
に
な
ら
れ
た
多
く
の
方
々

が
、
被
爆
の
実
態
を
後
世
に
伝

え
て
、
核
兵
器
を
な
く
し
て
、

戦
争
は
絶
対
に
し
な
い
で
…
…

と
私
を
支
え
て
い
る
の
だ
ろ
う

と
思
い
ま
す
。
お
願
い
で
す
。

六
〇
年
間
も
ア
メ
リ
カ
か
ら
も

日
本
政
府
か
ら
も
見
捨
て
ら

れ
、苦
し
み
だ
け
を
背
負
っ
て
、

わ
ず
か
し
か
残
っ
て
い
な
い
命

と
向
き
合
っ
て
、
細
々
と
生
き

て
い
る
被
爆
者
を
助
け
て
く
だ

原
爆
症
認
定
「
集
団
訴
訟
」
の

勝
訴
を
目
指
し
て

核
戦
争
を
防
止
す
る
兵
庫
県
医
師
の
会

郷
地
　
秀
夫

会
見
で
は
、
高
草
木
博
・
日

本
原
水
協
事
務
局
長
が
新
た
な

署
名
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
発
足
に
い

た
る
経
過
、署
名
運
動
の
特
徴
、

目
標
・
普
及
の
と
り
く
み
な
ど

に
つ
い
て
報
告
。

こ
の
な
か
で
、
高
草
木
事
務

局
長
は
、
今
日
の
核
兵
器
を
め

ぐ
る
情
勢
の
も
と
で
、

核
兵
器
廃
絶
へ
の
新
た

な
前
進
を
つ
く
る
た
め

に
は
世
界
諸
国
民
の
中

に
こ
れ
ま
で
よ
り
、
一

回
り
も
二
回
り
も
広

い
、
世
論
を
つ
く
る
必

要
が
あ
り
、
被
爆
国
日

本
の
原
水
爆
禁
止
運
動

が
イ
ニ
シ
ア
チ
ブ
を
発

揮
す
る
必
要
が
あ
る
と

署
名
提
唱
の
経
緯
を
説

明
。当

面
、
世
界
平
和
フ

ォ
ー
ラ
ム
（
同
六
月
）、

八
月
の
ヒ
ロ
シ
マ
デ

ー
、
ナ
ガ
サ
キ
デ
ー
を

節
目
に
と
り
く
み
を
ひ

ろ
げ
、
第
六
十
一
回
国

連
総
会
に
共
同
提
出
す

る
こ
と
を
紹
介
し
た
。

県別原爆症認定訴訟提訴者数 2006年3月3日現在

17都道府県　12地裁

2003年 2004年 2006年
4/17～ 1～12月 ～3月

取り下げ 計 死亡者 地裁

北海道 4 5 9 札幌
青　森 0 0
秋　田 0 0
岩　手 0 0
宮　城 2 2 仙台
山　形 0 0
福　島 0 0
茨　城 1 1 東京
栃　木 0 0
群　馬 0 0
東　京 20 10 -1 29 8 東京
埼　玉 0 1 -1 0 さいたま
千　葉 2 1 1 4 千葉
神奈川 0 7 7 横浜
山　梨 0 0
新　潟 0 0
長　野 0 0
静　岡 0 2 -1 1 1 静岡
愛　知 1 3 4 名古屋
岐　阜 0 0
三　重 0 0
富　山 0 0
石　川 0 0
福　井 0 0
滋　賀 0 0
京　都 1 2 3 大阪
大　阪 4 1 5 大阪
奈　良 0 0
和歌山 0 0
兵　庫 4 1 5 大阪
岡　山 0 0
広　島 36 7 -4 39 6 広島
鳥　取 0 0
島　根 1 1 広島
山　口 0 1 1 広島
高　知 0 0
愛　媛 0 0
徳　島 0 0
香　川 0 0
福　岡 0 0
佐　賀 0 0
長　崎 23 5 1 29 5 長崎
大　分 0 0
熊　本 12 5 5 -1 21 2 熊本
宮　崎 0 0
鹿児島 0 7 1 8 鹿児島
沖　縄 0 0
合　計 111 57 9 -8 169 22

日
本
原
水
協
は
昨
年
十
二
月
二
十

二
日
、
新
た
な
国
際
署
名
運
動
「
す

み
や
か
な
核
兵
器
の
廃
絶
の
た
め
に
」

提
唱
・
推
進
に
あ
た
っ
て
の
記
者
会

見
を
お
こ
な
っ
た
。

新国際署名運動
｜「すみやかな核兵器の廃絶のために」

厚生労働省は原爆症の認定基準として「1986年原爆放射線線
量評価体系（DS86）」を用いています。DS86は、爆心地から被
爆した場所までの距離に基づき、初期放射線量を推定したもの
ですが、被爆実態に合わず、遠距離の放射線量が過小評価され
ています。国は発症した疾病の原因が原爆放射線である確率を

「原因確率」と称し、DS86を使って作った「原因確率」を判定
の目安として使用していますが。集団の規則性を示す「原因確
率」を個別の被爆者に当てはめ、一定値以下は却下するなど機
械的に運用するという2重の誤りを犯しています。

このように国は初期放射線量だけを取り上げ、とりわけ遠距
離、入市被曝者などの主要な問題である内部被爆、残留放射線
などの影響を過小評価しています。

先日、遠距離における実測値とのずれを見直した、DS02が発
表されましたが、DS86同様、初期放射線量だけを基に推定され
ており、被爆実態に即した見直しが求められています。

さ
い
。
こ
ん
な
こ
と
を
し
て
い

る
と
、
一
〇
〇
年
も
地
球
は
も

ち
ま
せ
ん
」。

＊
＊
＊
＊
＊

原
爆
症
認
定
訴
訟
の
支
援
活

動
を
す
る
中
、「
支
援
」
と
い

う
言
葉
が
私
の
心
の
中
で
、
実

に
〝
お
こ
が
ま
し
い
〞
響
き
を

も
っ
て
聞
こ
え
る
よ
う
に
な
っ

て
い
た
。
そ
の
こ
と
の
意
味
が

こ
の
小
高
さ
ん
の
発
言
で
鮮
明

に
な
っ
た
。
原
告
・
被
爆
者
達

の
根
底
の
願
い
は
、
私
達
の
願

い
に
他
な
ら
な
い
。
今
、
社
会

保
障
制
度
が
危
な
い
、
憲
法
が

危
な
い
日
本
に
あ
っ
て
、
こ
の

裁
判
は
日
本
の
行
く
末
に
関
わ

る
問
題
で
あ
り
、
ま
さ
に
自
分

自
身
の
問
題
な
の
だ
。
人
権
や

福
祉
・
医
療
、
平
和
を
守
る
た

め
の
、
そ
し
て
地
球
を
守
る
た

め
の
闘
い
な
の
だ
。
そ
の
こ
と

を
訴
え
る
た
め
に
原
告
の
方
々

は
、最
も
思
い
出
し
た
く
な
い
、

筆
舌
に
尽
く
し
が
た
い
被
爆
体

験
や
い
ろ
ん
な
差
別
や
苦
難

を
、
法
廷
で
、
マ
ス
コ
ミ
の
前

で
、
明
ら
か
に
さ
れ
て
き
た
の

だ
。
私
は
そ
ん
な
被
爆
者
の

方
々
に
敬
服
す
る
と
と
も
に
、

こ
の
裁
判
に
対
し
て
支
援
を
越

え
た
、
同
じ
使
命
を
も
つ
一
体

感
を
持
っ
た
運
動
へ
と
拡
が
ら

せ
な
く
て
は
な
ら
な
い
と
感
じ

て
い
る
。

＊
＊
＊
＊
＊

私
は
被
爆
者
の
診
療
に
携
わ

る
医
師
の
立
場
か
ら
二
度
、
証

言
台
に
立
つ
幸
運
に
恵
ま
れ

た
。
被
告
・
政
府
側
の
検
事
の

私
に
対
す
る
尋
問
で
よ
く
分
か

っ
た
こ
と
が
あ
る
。
そ
れ
は
、

国
・
政
府
が
被
爆
者
の
病
気
や

障
害
の
こ
と
を
何
一
つ
解
っ
て

い
な
い
と
い
う
こ
と
、
原
爆
に

よ
っ
て
ど
れ
だ
け
苦
し
め
ら
れ

て
き
た
か
と
い
う
こ
と
を
解
っ

て
い
な
い
と
い
う
こ
と
、
解
ろ

う
と
す
る
気
が
な
い
こ
と
で
あ

る
。だ

か
ら
こ
そ
、
こ
の
裁
判
は

絶
対
に
勝
た
ね
ば
な
ら
な
い
。

政
府
に
被
爆
者
の
苦
し
み
を
わ

か
ら
せ
原
爆
の
非
人
間
性
を
わ

か
ら
せ
ね
ば
な
ら
な
い
の
だ
。

そ
し
て
、
平
和
の
大
切
さ
を
わ

か
ら
せ
ね
ば
な
ら
な
い
の
だ
。

DS86と原因確率

新国際署名運動
｜「すみやかな核兵器の廃絶のために」
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地
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の
会
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ら

2006年3月31日 反核医師の会ニュース 第32号　（４）

（
１
面
か
ら
の
続
き
）

総
会
の
参
加
者
は
、「
原
爆

の
キ
ノ
コ
雲
が
何
時
間
も
消
え

な
か
っ
た
光
景
、
都
市
一
面
が

灰
色
と
な
っ
た
光
景
を
見
、
こ

の
世
の
地
獄
か
と
今
も
忘
れ
ら

れ
な
い
。
核
兵
器
廃
絶
ま
で
運

動
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

思
っ
て
い
る
」「
湾
岸
戦
争
で

使
わ
れ
た
劣
化
ウ
ラ
ン
弾
の
被

爆
に
半
信
半
疑
だ
っ
た
が
、
二

年
前
に
医
師
・
医
学
者
の
集
い

に
参
加
し
て
悲
惨
な
実
相
を
知

っ
た
。
何
か
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
思
っ
て
い
る
」「
核
廃

絶
は
過
去
の
問
題
で
は
な
い
、

今
取
り
組
む
べ
き
課
題
だ
」
と

継
続
し
て
運
動
す
る
こ
と
が
力

と
な
る
こ
と
な
ど
、
医
師
・
歯

科
医
師
の
立
場
か
ら
の
熱
い
思

い
が
語
ら
れ
た
。

ま
た
、
当
日
は
、「
原
爆
症

認
定
集
団
訴
訟
の
取
り
組
み
に

つ
い
て
」
と
題
し
、
宮
原
哲
朗

弁
護
士
（
原
爆
症
認
定
集
団
訴

訟
・
全
国
弁
護
団
連
絡
会
事
務

局
長
）が
記
念
講
演
を
行
っ
た
。

講
演
で
、「
原
爆
被
害
を
過

小
に
評
価
し
た
い
と
す
る
政
治

姿
勢
は
、
実
は
核
兵
器
を
再
び

使
う
こ
と
を
可
能
に
し
た
い
と

い
う
意
図
が
あ
る
」
と
聴
き
、

参
加
者
は
被
爆
の
実
相
を
知
ら

せ
る
こ
と
、
運
動
を
継
続
し
て

い
く
こ
と
の
重
要
性
を
、
改
め

て
確
認
し
た
。

再
開
に
向
け
た
取
組

二
〇
〇
五
年
一
〇
月
か
ら
一

一
月
に
、
再
開
に
向
け
て
新
た

に
呼
び
か
け
人
を
募
り
、
新
規

入
会
者
を
含
む
三
一
人
の
医

師
・
歯
科
医
師
が
名
乗
り
を
上

げ
、
県
内
の
医
師
・
歯
科
医
師

に
入
会
を
呼
び
か
け
た
。

入
会
の
呼
び
か
け
で
は
、

「
生
命
と
健
康
を
守
る
医
師
・

歯
科
医
師
の
社
会
的
責
務
・
良

心
か
ら
、
最
悪
の
健
康
破
壊
で

あ
る
核
戦
争
に
反
対
し
、
核
廃

絶
を
め
ざ
し
て
活
動
し
ま
す
。

ま
た
、
被
爆
者
医
療
に
係
わ
っ

て
き
た
日
本
の
医
師
と
し
て
再

び
被
爆
者
を
生
み
出
さ
な
い
よ

う
な
訴
え
や
、
被
爆
者
の
健
康

管
理
な
ど
被

爆
者
援
護
活

動
に
取
り
組

み
ま
す
。
そ

し
て
、
あ
ら

ゆ
る
戦
争
に

反
対
し
、
平

和
な
世
界
創

造
の
課
題
に

も
取
り
組
み

ま
す
」「
世
界
各
地
で
紛
争
が

絶
え
ず
、
核
兵
器
使
用
の
危
険

が
高
ま
り
、
日
本
が
ア
メ
リ
カ

の
戦
争
に
参
加
し
て
き
て
い
る

今
日
、
平
和
憲
法
の
改
悪
に
反

対
し
、
核
兵
器
廃
絶
の
運
動
を

よ
り
一
層
大
き
く
し
て
い
か
ね

ば
な
り
ま
せ
ん
」
と
、
医
師
の

会
の
活
動
継
続
の
意
義
を
強
調

し
て
訴
え
た
。

二
〇
〇
六
年
一
月
二
十
一

日
、
松
山
市
の
え
ひ
め
共
済
会

館
に
て
、
第
一
回
愛
媛
反
核
医

師
の
集
い
が
開
催
さ
れ
た
。

主
催
は
「
核
戦
争
防
止
愛
媛

県
医
師
・
歯
科
医
師
の
会
」で
、

十
八
名
が
参
加
し
た
。

医
師
・
歯
科
医
師
に
加
え

て
、
愛
媛
被
団
協
の
被
爆
者
の

方
も
参
加
さ
れ
た
。

愛
媛
反
核
医
師
の
会
は
二
〇

〇
二
年
に
、
第
十
三
回
全
国
反

核
医
師
の
集
い
in
松
山
に
取
り

組
ん
で
以
降
、
年
数
回
の
世
話

人
会
を
持
ち
、
全
国
反
核
医
師

の
集
い
や
、
昨
年
の
Ｎ
Ｐ
Ｔ
要

請
Ｎ
Ｙ
行
動
へ
の
代
表
派
遣
に

取
り
組
ん
で
き
た
。

こ
れ
ま
で
は
会
員
に
文
書
や

Ｃ
Ｄ
な
ど

を
送
っ
て

報
告
し
て

き
た
が
、

今
回
初
め

て
会
員
の

集
い
が
持

た
れ
た
。

集
い
で

は
、
藤
田

敏
博
代
表

世
話
人
の

あ
い
さ
つ

の
後
、
曽

根
世
話
人

よ
り
「
な

く
そ
う
核

兵
器
、
つ

第
一
回
愛
媛
反
核

医
師
の
集
い
が

開
催
さ
れ
る

東
京
反
核
医
師
の
会
は
二
月

二
五
日
（
土
）
一
四
時
よ
り
東

京
保
険
医
協
会
セ
ミ
ナ
ー
ル
ー

ム
に
て
二
〇
〇
六
年
総
会
を
開

催
し
た
。
渡
辺
吉
明
代
表
委
員

（
東
京
歯
科
保
険
医
協
会
副
会

長
）
に
よ
り
、
開
会
挨
拶
、
進

行
が
行
わ
れ
、
向
山
新
代
表
委

員
に
よ
り
核
兵
器
を
め
ぐ
る
情

勢
と
課
題
、
二
〇
〇
五
年
度
の

活
動
報
告
と
二
〇
〇
六
年
度
の

活
動
計
画
の
提
案
が
あ
り
、
承

認
さ
れ
た
。

情
勢
で
は
咋
年
一
〇
月
に
政

府
・
与
党
が
日
米
安
全
保
障
協

議
委
員
会
（
二
プ
ラ
ス
二
）
で

合
意
し
た
米
軍
基
地
強
化
問
題

に
つ
い
て
全
国
各
地
で
自
治
体

ぐ
る
み
で
基
地
お
し
つ
け
に
反

対
す
る
た
た
か
い
が
起
こ
っ
て

い
る
。
横
須
賀
基
地
（
神
奈
川
）

で
も
原
子
力
空
母
の
配
備
が
予

定
さ
れ
て
お
り
、
基
地
問
題
だ

け
で
な
く
核
事
故
の
危
険
性
を

も
た
ら
す
も
の
と
し
て
、
東
京

の
核
廃
絶
団
体
と
し
て
無
関
係

で
は
な
い
。
協
議
の
結
果
、
今

後
、
科
学
的
あ
る
い
は
法
律
的

立
場
か
ら
も
他

団
体
と
共
同
し

て
原
子
力
空
母

の
首
都
圏
母
港

化
に
反
対
の
立

場
を
表
明
し
て

ゆ
く
行
動
の
提

起
が
行
わ
れ
、

承
認
さ
れ
た
。

総
会
後
、
昨

年
よ
り
話
題
の

ド
キ
ュ
メ
ン
ト

映
画
「
日
本
国

憲
法
」
の
上
映

会
が
行
わ
れ
、

映
画
鑑
賞
後
は
同
映
画
の
ジ
ャ

ン
・
ユ
ン
カ
ー
マ
ン
監
督
の
記

念
講
演
も
行
わ
れ
た
。
ユ
ン
カ

ー
マ
ン
監
督
は
、
広
島
の
平
和

記
念
公
園
の
碑
に
あ
る
「
二
度

と
過
ち
は
繰
り
返
し
ま
せ
ぬ
か

ら
」
に
感
銘
を
受
け
、
そ
の
と

き
の
気
持
ち
が
今
の
活
動
に
つ

な
が
っ
て
い
る
な
ど
の
反
戦
活

動
へ
の
思
い
を
語
っ
た
。

四
三
名
（
医
師
一
七
名
、
看

護
師
二
名
、
医
学
生
四
名
、
そ

の
ほ
か
医
療
関
係
職
員
一
二

名
、
一
般
八
名
）
が
参
加
し
、

医
師
か
ら
は
「
平
和
憲
法
九
条

を
考
え
る
よ
い
機
会
に
な
っ

た
」、「
世
界
、
ア
ジ
ア
か
ら
日

本
国
憲
法
が
ど
う
見
え
る
か
知

る
こ
と
が
で
き
た
」、「
診
療
の

中
で
日
常
が
過
ぎ
て
ゆ
く
が
平

和
に
つ
い
て
見
つ
め
な
お
す
こ

と
の
必
要
性
を
再
確
認
し
た
」

な
ど
の
感
想
が
寄
せ
ら
れ
た
。

医
学
生
か
ら
は
「
後
輩
を
誘
っ

て
参
加
し
た
。
先
輩
は
こ
う
い

う
活
動
に
積
極
的
で
偉
い
で
す

ね
、
と
言
わ
れ
た
」
な
ど
の
感

想
も
あ
っ
た
。

核
戦
争
に
反
対
す
る
北
海
道
医
師
・
歯
科
医
師
の
会

（
勤
医
協
中
央
病
院
一
年
目
研
修
医
）
福
原
真
実

柔
ら
か
い
線
、
優
し
い
タ
ッ
チ
、
き
れ
い
な
絵
で
つ

む
が
れ
る
ス
ト
ー
リ
ー
。
舞
台
は
、
あ
の
惨
禍
か
ら
十

年
を
経
た
広
島
か
ら
始
ま
る
。
戦
争
の
お
ぞ
ま
し
さ
や
、

生
々
し
い
表
現
は
な
い
の
だ
が
、
し
か
し
そ
こ
に
は
確

実
に
原
爆
の
爪
あ
と
が
残
っ
て
い
た
。
そ
し
て
舞
台
が

現
在
の
「
桜
の
国
」
に
移
っ
て
も
、
原
爆
の
爪
あ
と
は

垣
間
見
え
て
く
る
。

戦
後
六
十
一
年
。
戦
争
の
お
話
を
読
ん
だ
り
聴
い
た

り
し
て
も
、
な
か
な
か
普
段
の
日
常
の
中
で
戦
争
を
実

感
を
も
っ
て
と
ら
え
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
作
者
の
こ

う
の
史
代
さ
ん
が
お
っ
し
ゃ
っ
て
い
る
通
り
、「
戦
争
は

遠
い
過
去
の
悲
劇
」
と
な
り
つ
つ
あ
る
。

そ
ん
な
な
か
、
こ
の
作
品
を
通
し
て
、
十
年
後
も
原

爆
に
よ
る
殺
人
は
続
い
て
お
り
、
こ
ん
な
風
に
今
現
在

も
毎
日
の
生
活
の
中
に
あ
る
の
だ
と
い
う
こ
と
を
、
現

実
味
を
帯
び
て
す
ー
っ
と
感
じ
る
こ
と
が
で
き
た
。
同

時
に
な
ぜ
だ
か
家
族
や
友
人
、
自
分
に
と
っ
て
大
切
な

人
の
顔
が
浮
か
ん
だ
。

ぜ
ひ
、
普
段
、「
戦
争
」
に
触
れ
る
機
会
の
な
い
若
い

人
に
読
ん
で
欲
し
い
、
特
に
女
の
子
に
お
勧
め
し
た
い

一
冊
だ
。
も
ち
ろ
ん
、
男
性
の
方
も
ど
の
年
齢
層
の
方

も
是
非
読
ん
で
み
て
ほ
し
い
。

じ
ん
わ
り
じ
ん
わ
り
と
優
し
く
心
に
問
い
か
け
る
作

品
で
あ
る
。

（
双
葉
社
　
一
〇
三
ペ
ー
ジ

二
〇
〇
四
年
　
八
四
〇
円
）

書
　
評

漫
画
「
夕
凪
の
街

桜
の
国
」

再
開
総
会
で

熱
い
思
い
語
り
合
う

―
埼
玉
・
反
核
医
師
の
会

二
〇
〇
六
年
総
会

を
開
催

―
東
京
反
核
医
師
の
会

く
る
ま
い
新
た
な
被
曝
者
」
と

い
う
報
告
が
行
わ
れ
た
。

昨
年
の
Ｎ
Ｐ
Ｔ
行
動
の
報

告
、
米
国
ハ
ン
フ
ォ
ー
ド
で
の

核
施
設
や
イ
ラ
ク
で
の
劣
化
ウ

ラ
ン
弾
被
曝
な
ど
増
え
続
け
る

内
部
被
曝
の
実
態
が
報
告
さ
れ

た
。一

九
九
九
年
の
Ｊ
Ｃ
Ｏ
臨
界

事
故
で
の
被
爆
者
医
療
の
記
録

も
紹
介
さ
れ
、
核
爆
発
の
恐
ろ

し
さ
と
そ
の
前
の
医
学
の
無
力

さ
が
示
さ
れ
た
。

討
論
で
は
今
後
も
年
一
回

は
、
こ
の
よ
う
な
集
い
を
開
催

す
る
事
が
確
認
さ
れ
た
。
集
い

を
き
っ
か
け
に
、
一
名
の
青
年

医
師
が
会
員
に
加
わ
っ
た
。

（
愛
媛
　
曽
根
康
夫
）

十数年ぶりにおこなわれた
再開総会では、熱い思いが
語られた

第１回愛媛反核医師の集いの様子

総
会
後
、
映
画
「
日
本
国

憲
法
」
の
上
映
会
と
記
念

講
演
が
お
こ
な
わ
れ
た
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